
お話の学習指導案

教育目標

題名

年齢

主題

キーワード

韓国文化

韓国語

	㎝ ようじ（3~5さい)

	㎝ もくひょう：うさぎがちえで、ききにおかれたがくしゃをたすけるお
はなしをたのしくきく。

	㎝ しゅだい：ちえ

	㎝ トラ、うさぎ、がくしゃ、さいばん、おん

	㎝ もくひょう：がくしゃがどんなひとなのか、りかいする。
	㎝ ようそ：がくしゃ、かきょ

	㎝ もくひょう：きょうみをもっておはなしをきいて、かんこくてきな	
ひょうげんをならう。

	㎝ たんご：선비（がくしゃ）、호랑이（トラ）、토끼（うさぎ）、	
은혜（おん）

	㎝ ひょうげん： 은혜를 갚는다. （おんをかえす。）

	㎝ うさぎのさいばん



口演 活動内容

題名 を教える

お話の始まりの歌を歌う

おへそにお手てをあてて、こんにちは！
みなさん、こんにちは。わたしはみなさんにたのしいお話をる‘○○○’、
うつくしいお話のおばあちゃんです。

きょう、おばあちゃんがするおはなしは、タイトル、さっさとでてこい！
"うさぎのさいばん"です。
みなさんはともだちとけんかをしたことはありますか？わたしはじぶんのは

なしがただしいといって、あいてはじぶんのはなしがただしいというときがあ
りますね。そのようなとき、ほかのひとがふたりのうち、だれがただしいのかを
はなしてくれたら、どうですか？さいばんというのは、だれがただしいのか、だ
れがまちがっているのかをはんだんすることをいいます。ふかいやまのなかで、
おきたうさぎのさいばん！どんなことがあったのか、おはなしのなかにはいって
みましょうか？

"うさぎのさいばん"のおはなしのなかへ、しゅっぱつ！
♬ いち にい さん し！ お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～ 

ごあいさつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

むかし、あるがくしゃが、かきょしけんをうけるためにたびにでていました。ふ
かいやまのなかを、とおりすぎるときでした。どこからか、トラのなきごえがき
こえました。

“うおぉ、うおぉー、、、、、”
“えらいことになった。ここのちかくにトラがいるみたいだ。”
ぶんかんはこわくてぶるぶるふるえて、いそいであるきました。
“うおぉ、うおぉー、、、、、”
トラのこえがすこしずつおおきくなってきたのですが、どうしたことか、かなし

くきこえました。

きになったがくしゃはひきかえして、トラのなきごえがするほうにあるいてい
きました。そこにいってみると、ふかいあなにおおきなトラがはまって、なみだ
をぽとぽとながしていました。
“うおぉ、うおぉー、、、、がくしゃさん、おねがいですからわたしをたすけてくだ

さい。”
“わたしがたすけたら、おまえはわたしをたべるだろう？わるいが、じぶんで

なんとかぬけだしてみろ。”
がくしゃがトラをおいてそのままさろうとすると、トラがあわてていいました。
“わたしをだしてくれたら、しょうがいそのおんをわすれません。おねがいで

すから、だしてください。”
トラがわぁわぁないて、おねがいしました。
“ほんとうだな？”
がくしゃはないているトラがかわいそうでした。



口演 活動内容

お話を聞かせる

そのため、たすけてあげようとちかくにたおれていたおおきいきをもってき
て、あなにほうりなげてあげました。
“さぁ、きをふんであがってこい。”
トラはがくしゃがなげたきをふんで、あなからぴょんととびあがってきまし

た。あなからでてきたトラはおもったより、たいかくがおおきかったです。がく
しゃはこわかったのですが、おちついていいました。

“そしたらわたしはもういくから、これからはあなにおちないようにきを 
つけろ。”

そのとき、トラがつばをゴクっとのんで、がくしゃのまえをふさいだのです。
“うお！みっかもあなにとじこめられていたから、とてもおなかがすいてい

る！おまえをつかまえてたべないとな。うお！”
トラはいのちをたすけてくれたおんもわすれて、がくしゃをたべようとし 

ました。
“いや、おんをかえすところか、わたしをつかまえてたべようとするのか？”
がくしゃはこわかったのですが、ゆうきをだしていいました。
“ひとがほったあながあるから、うえてしぬところだっただ。わたしがなぜ、

おまえにおんをかえさないといけないんだ？”
トラがむりをとおして、がくしゃをつかまえてたべようとしました。
“わたしをたべないと、やくそくしなかったのか。”
がくしゃはトラをたすけたことをこうかいしました。

そのとき、ちょうどうさぎがとおりかかりました。がくしゃがトラにいい 
ました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

“そこをとおりすぎるうさぎに、だれのいうことがただしいか、いちどきいて
みよう。”
“わかった。あとからほかのはなしをしたらだめだぞ。”
トラはじしんいっぱいにへんじをしました。うさぎもどうぶつだから、じぶん

のみかただとかんがえたからです。
“うさぎ、うさぎ。おおきいみみをもったかしこいうさぎ。おねがいだからわた

しのはなしをすこしきいてくれ。”

がくしゃはうさぎにトラをたすけたはなしをしました。
“えーと、いまわたしにだれのことばがあっているのか、さいばんをしてくれ

ということですか？”
がくしゃのことばをさいごまできいたうさぎが、たずねました。
“そうだ、トラがかわいそうで、わたしがたすけてあげたら、おんもしらずに、

わたしをつかまえてたべようとしたんだ。”
とへんじをしました。
“ひとがあなをほっておいたから、わたしがおちたんだ！それでなぜひとにあ

りがとうをいわなければいけないんだ？うおお！”
トラがくちをちぇっちぇっとうちながら、いいました。
“トラさん、ところでそのあなをひとがほったのは、たしかですか？わたしが

いちどみてみてもいいですか？”

トラはうさぎにあながあいたばしょをおしえました。うさぎはあなをみて、じ
っくりとかんがえてトラにいいました。

“ですから、トラさんがここ、このあなにおちていたんですか？”



口演 活動内容

お話を聞かせる

“そう！わたしがこのなかにおちていたんだ！”
“ここのあなにどうやっておちてしまったのですか？”

うさぎがもういちどきくと、せっかちなトラは、あなにはいっていいました。
“わたしがこのようにおちていたんだ！”
“そしたらこのきも、もともとあなにあったのですか？”
“ちがうよ、このきはあっちがわにあったよ。”
めざといがくしゃがすばやくきをあなからだして、いいました。
“あぁ、そうだったのですね。そしたらがくしゃさんはいま、いこうとしていた

みちをいってください。”うさぎがいいました。
がくしゃはうさぎにありがとうとあいさつをしました。

“なんだと？すぐにわたしをここからだせないのか！うおお！”
やっとうさぎのさくせんがわかったトラが、おおきくこえをだしていいました。
“おんもしらないトラだな。あなでじぶんのまちがいでもくやんでおけよ。”　
うさぎがいいました。おんをしらないトラは、あなにもういちど、はまってしま

いました。



口演 活動内容

みなさん、おばあちゃんがしたおはなしをよくききましたか？
さいごにもういちど、あなにはまったトラをみて、うさぎがなんといいまし

たか？そうですね。おんもしらないトラだといいました。わたしたちのそせ
んは、だれかがたすければ、うけとったのとおなじぐらいかえそうとしまし
た。このようなとき、‘おんをかえす’といいます。しかし、トラはたすけをうけ
とったことも、しらないふりをしました。そのためにうさぎが‘おんもしらな
い’といったのですね。

みなさん、あなにはまったトラをだれがたすけましたか？
そうですね。かきょしけんをうけにいくがくしゃでした。チョソンじだいに

は、いっしょうけんめいべんきょうをするひとをがくしゃといいました。がく
しゃはいっしょうけんめいべんきょうして、かきょしけんをうけました。かき
ょにごうかくすると、やくしょくになれますね。
がくしゃとかきょにきょうみがあるおともだちは、‘どらんどらん　お話ホー

ムページ’でくわしいないようをしらべてみてね！

韓国文化, 韓国語を紹介する



口演 活動内容

お話のあとのうたをうたう

ごあいさつ

みなさん、うさぎはだれのことばがただしいか、どうやってしりましたか？
そうですね。うさぎはがくしゃとトラのはなしをさいごまできいて、あなをちょく

せつみてみました。そのあと、だれのはなしがただしいか、じっくりとかんがえ
てみました。また、いくつかしつもんして、トラをもういちどあなにはいらせまし
た。うさぎのちえはほんとうにすごくないですか？みなさんもだれかがたすけ
がひつようなときには、うさぎのようにけんめいにあいてをたすけてください。

そしたら、お話のおわりのうたをいっしょにうたいながら、おばあちゃんとあ
いさつします 。 お話のおわりのうた、はじまり！
♬ いち にい さん し！お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？ 
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～

おへそにお手てをあてて、ごあいさつ！
みなさん、つぎのうつくしいお話のおばあちゃんであいましょう。
さようなら！

お話を整理する 


